
- AIを「2050東京戦略」で目指す都市の実現を加速させる中核技術の一つと位置付け
- 都がAIと向き合う際の基本的な考え方や取組の方向性を示し、戦略的に取組を推進

「東京都AI戦略」概要版

東京都
AI戦略
東京都
AI戦略

「2050東京戦略」
で目指す東京の姿
「2050東京戦略」
で目指す東京の姿

産業成⾧とイノベーションを牽引する取組や
社会全体のAI利活用促進と人材育成を推進

視点１：都政におけるAI利活用 視点２：多様な主体とのAI利活用促進
都民サービスから内部業務まで、
AIを都政のあらゆる側面で徹底的に利活用

都民がQOL向上を実感できる社会 世界を牽引し持続的に成⾧する都市

戦略策定の背景戦略策定の背景

基本的な考え方基本的な考え方

多様化・複雑化する行政課題や労働力不足に対応し、都民の手取り時間創出、都市の持続的な成⾧を実現するには
生成AIを含むAIの技術革新の動向を捉え、都政においてこれまで以上にAIを積極的に利活用していくことが重要
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行政に対する住民ニーズの多様化・複雑化
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人口減少社会の到来
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視点1：都政におけるAI利活用視点1：都政におけるAI利活用
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以下の考え方にもとづき、都政のあらゆる側面で徹底的に利活用し「都民サービスの質向上」「業務の生産性向上」を図る

都民の利便性向上・QOL向上の徹底 政策実現の手段としてのAI利活用 人間中心のAI利活用

リスクへの適切な対応 オープンイノベーションの推進

【利活用に当たって留意すべき事項】
都民・事業者の方々の信頼と共感を得る観点から「透明性」「公平性」は常に留意
その他業務の性質に応じて「安全性」「プライバシー」「セキュリティ」「アカウンタビリティ」に留意しながら、
AIを積極的に利活用

【AI利活用を進める業務領域・技術水準】
AIを積極的かつ効果的に導入・利活用できるよう「業務領域」と「各領域における技術水準」を整理

利活用にあたっての基本方針利活用にあたっての基本方針
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凡例：

【都民サービス】

利活用
イメージ留意事項
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【都民サービス関連業務】 【職員内部業務】

公平性 透明性

3

公 透 安全性安 プライバシープ アカウンタビリティア(参考)都政におけるAI利活用に向けた取組方針(イメージ)(参考)都政におけるAI利活用に向けた取組方針(イメージ)
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視点2：多様な主体とのAI利活用促進視点2：多様な主体とのAI利活用促進

民間・大学・研究機関と協働・連携を図りながら、産業競争力やAI人材の輩出・育成などの取組を推進
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産業の成⾧とイノベーションを牽引する取組の展開産業の成⾧とイノベーションを牽引する取組の展開

AI開発力の底上げやイノベーションが生まれ続けるAIネイティブなエコシステムへの変革等を推進

中小企業のAI等技術活用促進、「SusHi Tech Tokyo」を核としたスタートアップとの協働、
データセンターについて環境負荷等の観点も含めたバランスの取れた取組の検討 など

社会全体におけるAIの利活用促進と人材育成の推進社会全体におけるAIの利活用促進と人材育成の推進

AIの恩恵を都民が享受できるよう社会全体のAIリテラシー向上や社会をリードできるAI人材の育成等を推進

民間のAI利活用促進民間のAI利活用促進

産官学連携の推進産官学連携の推進
大学・研究機関との共同研究・開発、世界をリードする民間事業者等との協働、
海外AI人材・企業等へ東京の魅力発信 など

都民のAIリテラシー向上都民のAIリテラシー向上 教育現場におけるAI利活用推進、高齢者等を含めたAIリテラシーを学べる機会の提供 など

多様なAI人材の確保育成多様なAI人材の確保育成 高度AI専門人材の育成、社会人のAI関連スキル学習機会の提供 など



AI利活用推進に向けた全庁体制を整え、各局の取組を政策面・財務面・技術面から強力にサポート

東京都の推進体制と主な取組東京都の推進体制と主な取組

財務部門

技術部門（デジタルサービス局）

•CIO補佐官制度を活用して
各部署のAI関連事業を支援

政策部門

相談・各種報告

後押し
・政策実現の視点によるチェック・サポート

・予算面での統制・チェック
・事業評価による取組促進

・技術面等のサポート、ガイドライン整備
・共通ツール・プラットフォームの提供

各部署 各部署
•各事業でAI利活用を徹底（企画立案含む）
•職員内部業務で共通ツール等を積極活用

マネジメント部門 各局等

・・・

各局等のAI徹底利活用を後押しする全体統括、各局サポート、国・区市町村・民間等との連携

▎ 全体統括：都の全てのAI関連事業の把握、AI戦略・ガイドラインの策定・更新

▎ 各局サポート：リテラシー向上研修や相談窓口、共通ツール・生成AIプラットフォーム提供

▎ 国・区市町村・民間等との連携：国と連携した活用環境等整備等、区市町村への先進事例の横展開や技術支援

各局等AI利活用推進責任者

推進体制推進体制

取組の3つの柱取組の3つの柱
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